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■駅前のインフォメーション  （写真①）

今回の公共施設再配置に伴い、みのおサンプラザ1号館の施設利用向上
を図る上で、現在のみのおサンプラザ1号館外周及び周辺の状況につい
て、改善すべき以下の問題点が考えられる。

■エントランスの外観　（写真②）

■アーケード　（写真③～⑧）

■動線上のバリア　（写真⑨）

■壁面サイン　

施設外周及び周辺の整備計画として、適切なサイン誘導や、
駅前のランドマークとしての存在感、景観性の向上策、安全・
快適な歩行空間の確保等を検討する。

　箕面駅前は電車・バスの交通結節点であることに加え、滝道へ続く箕面観光の玄関口であることから、地元住民
や来街者の往来が多く、情報発信の場として効果的な場所である。しかし現状では観光案内、メイプルホールの行
事案内等はあるものの、みのおサンプラザや商店街に関する情報案内板等はない。

　現状ではサイン等の視覚効果に乏しく、エントランス部分が分かりにくい。また、やや閉鎖的な印象がある。

　アーケードの形状・色彩等が建物外観の色、質感とそぐわない。店舗のファサードが視覚的に遮断されており、
店のディスプレイが遠目に分からない。特に、1号館北面のアーケードは、駅から見た場合外観に閉鎖的な印象を
与えている。

　現状のサイン、看板等は外観上の統一感や景観性に欠ける。

　写真の駐輪場の出入口の他、動線上に解消すべき段差がある。また、サンプラザへの視覚的誘導に乏しい。

人が溜まる空間を
活かした、サンプ
ラザ、商店街の情
報案内板設置によ
り、情報による来

客誘導効果を図る。 エントランス及び周辺部について、表示・形状のデザイン
に統一感を持たせることによって、動線の連続性を強調す
るような、誘導効果が高いサイン等を設置する。

地域を印象づける
パブリックサイン設置に
よるサンプラザ、タウン
インフォメーションスペ
ースへの視覚的誘導

駅前から見た景観性の向上等を図るため、北面のアーケ
ードの撤去、他の箇所のデザインの改修等を検討する。

車室の拡張、適切な歩行
帯の確保を行う。
シンボルロードの景観に
配慮した外装の改修を行
う。


